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を見せるという発見は、 顕著な成果といえよう。相模の 『初度百首』と「返し」としての『権現返歌百首』の存在について、自作自演 か夫の公資などとされていたのを、表現の分析と関係の緊密さ ら定頼作との結論を導 てくる。思いがけないとはいえ、可能性を広げる提案として今後の有力な説となるであろう。　
本書のもう一つのテーマは言語のジェンダー論で、具体
的に『源氏物語』の使用例から貴重な問題点の指摘をする。たとえば、 「飽く」 「飽かず」 「飽かぬ」といったこ ばど、匂宮は女性に限られる に対し、光源氏の対象は桐壺院や藤壺中 の霊といった霊魂にも投げ けられるなど、そこから彼の常人とは異なる神性にま 論が及んでく 。これまでとは異なるアプローチによ 源氏物語論になっており、性差とことばの問題 『万葉集 や『古今集 にも及ぶなど、刺激的な言及をしていく。言 文学 とを結ぶ有効な架橋 して 今後 大きな指針にも ってくることであろう。（Ａ
5版、四一二ページ、二〇一五年四月刊、笠間書院）
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